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1mg × 10
，
　 M ．A ．D5mg × leが性周期及び卵集 に 對す る

．作用力 が 最も正 常に 近 く な る．正常成熟雄．陸に T ．P，
M ．A ．D を 投與す る と，　 M ．A ．D 　 smg × 10以 外 の 者 は ，

何れ も豫定 投與i螽に 耐え得 ず して ， 妊娠期間 は 短縮 し，

多 くは妊娠 の 巾 ， 後孚期に 於 て 死胎仔を娩出 し， その 重

量 も少 な い ．即 ら，ア ソ ド ロ ゲ ン に 拮抗抑制す る 腦下垂蹉

前葉 の 性腺刺戟 ホ ル モ ン 分 泌 が 遏剰1こ起 つ た 爲 で あ る と

思 う．多量 の ア ン ド ロ デソ に 對 して は腦下垂體 は 或限界

迄 しか 抑制 し得 な い し，子宮自驢 も之 以 上 の 胎仔發育に

謝えず し て 妊娠は 中絶 し死胎仔の 娩出 が 起 る事 とな る．

38． 性 ・Pt2Lモ 〉 の 雌性天 竺鼠の 實驗的結核症に

　　 及ぼす影響に醗い で

　　　　　　　　　　　 （伊 豆 遞i信）　佐藤　英五

　女 子 の 思春期結核症 の 豫優 が不 良 で あ る こ と の 理 山 に

就 い て は 種 々 の 因子 が 考慮 され な くて は な ら な い が，私

は 思春 期 に 於 け る 女子 の 特異 な 内分泌機能の 活動開始 と

云 う點を 取 りあげ， 卵胞 ホ ル モ ソ 並び ；こ黄體ホ ル モ ソ が

雌性天 竺鼠の 實瞼的結核症 に 饗 して 如 何 な る影響 を及 ぼ

す か に 就い て，細菌學的並びに 病理 組織墨的實験 を 行 つ

た の で こ ：丶 に 報青す る．

　 〔A 〕 實瞼方法 ： i）先 ず豫備實驗 を 行 い ， 人型結核菌

H37Rv 株 の 接種 菌量 ， 定 量 培tSlc於け る臓器乳劑の 稀纒i

倍數 感染 よ 帰 殺迄 の 遘當の 期間等 を調 べ た ，ii）本

實瞼・ ツ ベ ル ク リ ン 反懸陰［生の 體重 3509・ よ り4。。gr前後

の 雌性天 竺 鼠 に 結核菌H37Rv 株0．05mg を 右鼠蹊部皮下

に接種 し ， 實驗 1 に 於い て 1・
’X結核菌接種 と 同峙に 卵胞 ホ

ル モ ン 及 び黄鱧 ホ ル モ ソ を 使用 し，實驗 亙1に 於い て は 感

染前 に 兩 ホ ル モ ソ を 3 週間使用し，實驗m に 於い て は 去

勢 し た 後結核菌 を接種 して 實驗 1に 準じ て爾ホ ル モ ソ を

使用 した・ホ ル モ ソ は ，卵胞ホ ル モ ソ leeo單位，難 ホ

ル モ ソ 0．2mg を エ囘量 と し， 隔 日 に 左 下腹部 皮 下 に 注射

した ．

　菌接種後 3 週 目に 屠殺 し，肺 ・肝 ・脾 ・子 宮 ・肝門 リ

ン パ 腺 を 小川氏 の 方法 に 依 り定 量 培 養 を 行 い ，同時 に 病

理組織標本を作成 した．

　〔B 〕　實験成績　i）臓器 リ ソ パ 腺定 量 培養成績 ： 小川

培 地 に 第 4 週 1こ 發生 し た 集落數 を 各群 に 就 い て 比較 し

た ．（1）實験 1で は 各臟器共卵胞ホ 群は 羇照群 に 比 し著

明に 多 く， 黄鎧 ホ 群 も叉輕度増加 の 傾向を 示 した が，封

照群 と の 差 は僅少 で ，脾 に 於 い て は逋に 翼照 よ り少か つ

た ．  實験 1王で は 黄鱧 ホ 群 は 對照 に 比 し明 らか に 多 く

卵胞 ホ 群は 各臟器共對照 よ C）少 か つ た ．（3）實驗矼工で は

包 胞 ホ 群は黄體ホ 群 に 比 し著 明に 多か つ た．

　 ii）　病理組織學的検査成績 ： 最 も重要 と考えられ る購［

に 就 い て み る1こ ， （1）實瞼 1： ．封照群 で は結核結節 は 小

さ く數も少 く類．丑皮細胞を主 と し ， 全 く健常 な濾胞 も多

數認 め る．卵胞 ホ 群 で は
一

般 に 結核結節 の 數 は多 く比較

的大 きい 結蔀あ り時 に 融合す る 鱇 が み られ ， 周邊の 反賑

は 強 く類上 皮細胞の 離開が瞹 匁み ら れ ， 叉中心 部 に 壞歹E

の 認 め られ る もの も存在す る．黄體永 群で は饗照群 と 大

差 は な い ．（2）實enllで は 遞 に 黄體 ホ 群 が 結節 が 大 き く

數 も多 く融合 の 像 が み られ ，中心 部 が殴 ≧壌死 に な り血

量 も多 い ・卵胞ホ 群で は 饗照に 比 し明らか に 輕度 で 結核

結節 の 數も少く小 さ い ．（3）實驗 IIIで は 珍B胞 ホ 群 の 病變

が著明 で あ つ た が 例數 が 少 い の で 結論 づ け る迄 に は 至ら

な か つ た。冑聴
・肝 ・リソ パ 腺に 於い て も略 ≧同様 の 傾

向を示 し， 而 も對照 と の 差 は 更に 著明 で あつ た．

　 ホ ル モ ソ を 結核感染前 に 使 用 した 寛驗 IIの 成 績 が 實驗

と相反す る結果 を 得 た こ とは ， 腦下垂 前葉 の 性腺刺戟性

の 問題 と も關逋があ る の で は な い か と考えられ る が ， 以

上 の 所見 よ り卵胞 ホ ル モ ン
， 黄體 ホ ノレモ ソ は 共に 結核症

に 惡影響を與 え ， 卵胞 ホ ル モ ソ に 於い て 特 1’C 著 enで あ る

と考え る．

39 ． 蛙蹼毛細管に及 ぼす絨毛抽出液並びにホ ル

　　 モ ンの 影響

　　　　　　　 （京府大）　 志 多今三 郎，芦田義雄

　私共は ト ノ サ マ 蛙 の 蹼 分 岐毛細管 を顯微鏡下 lcee察し

な が ら血 管徑 の 測定 と血 流停止を基準 に して ， そ の 牧縮

に 及 ぼ す胎盤黻毛 の 抽出液並 に ホ ル モ ン の 作用 を繪討 し

た．實瞼に 用 い た胎 盤 は 妊娠 10 カ月 の 絡 に 正 常分娩 さ れ

た もの で ， これ を 24時 闇還洗 した 後絨毛を目標 に 採取細

切 して 2 倍量 の 生理的食鹽水を加え，
24時聞氷窒内 に 諍

置 した 後 6 重 せ る ガ ーゼ 濾 過 した もの を蓬心洗澱 ， そ の

上清を 試驗液 と した．

　い ま鹽酸 エ ゼ レ ナ ミ ソ の 1 萬倍か ら 1 億倍 iこ至 る各種

濃度 の 溶液を作 り， 蹼 に 滴 下 す る と 個性 に よ つ て 多少 の

逕 い は あ る が ， 毛細管 は 毎常收縮 を 營 み 少 くと も 1 萬倍

濃度 で は 血 流 の 停止 を 來す．そ こ で 豫め ± 記絨毛抽禺液

を 蛙 の りん ぱ 嚢 に 注 入 して お い て，注射10分後か らエ ピ

レ ナ ミ ソ 溶血 液 を 滴下す る に ， 毛細管の 收縮並 に 血流 の

停止 は エ ピ レ ナ ミ ソ 單獨滴下 の 場 創 こ 比 べ て，は る か に

稀薄な濃度 で あ らわ れ る．また か よ うな現象 は エ ス ト ロ

ゲ y の 大量で ， 前處置 した場 合 に も起 る が 牧縮 の 肬態が

異 な り， 前者 で は攣縮樣 の 形 を と る に 反 し後者 の 場 合 に

は 持續 的 で あ る こ と を知 つ た ．よ つ て こ れらの 詳細 1こ つ

い て 述べ る と 共に 併せ て 行 つ た 他 の ホ ル モ ン ， 妊婦血 清
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